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正誤表 

 
No. 頁 箇所 誤 正 

1 3 （5）式 
)(

1
1

)1(1),(
1

1

X

X

X
X

m

m

m K
K

KXEK






















     

)(

1
1

)1(1),(
1

1

X

X

X
X

m

m

m K
K

KXEK






















 

 
 
* p.3 の（5）式，p.356 の（3.4）式の  Xm-1  についての補足説明 
  X_m mfp の１つ前のデータである。 
  従来の QAD-CGGP2R では 35mfp と 40mfp の K パラメータを使って 40mfp 以上の γ線ビルドアップ係数を外挿していた。 
  


